
「B2チーム 木質バイオマス変換総合技術の開発」
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◎アルカリ蒸解濃度の見直し

・170℃までの昇温、90分
・170℃、１２０分のアルカリ蒸解
・アルカリ濃度４%

・トリコデルマ酵素のみでは固形分が残存(左)
・アスペルギルス由来酵素の併用で
液化が促進（右）

◎アルカリパルプを効率的
に分解する酵素生産菌

・100℃の蒸気によるプレスチー
ミング20分

・164℃、１２０分のアルカリ蒸解
・アルカリ濃度７%
・消費エネルギー量

（上記の85%）

・アルカリ蒸解180分、酸素漂白90分
・トリコデルマ酵素を２回繰返し使用
・約90%のグルコースを回収

◎酵素の繰返し利用

◎両親媒性リグニンの添加

・両親媒性リグニン10%添加
・酵素回収率 75%
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